
【はじめに】近年、転倒・転落をめぐる裁判
で医療・介護施設側の責任を問う判決が続
いたことから、過剰な安全管理による身体
拘束などが行われている。転倒・骨折予防
対策は転倒の発生およびそれに伴う骨折な
どの外傷を未然に防ぐことを目的として、リ
スク評価・環境調整・身体機能向上・医療
管理・教育などの包括的な取り組みである。
しかしながら、転倒の発生ゼロを目指すあま
り、行動や活動の抑制などが行われ、その
結果、高齢者を要介護化させている。特に
病院の治療優先の安全管理体制においては、
高齢者の転倒予防対策は生活の質や健康寿
命を考慮したものとは言い難い現状がある。
転倒・骨折予防に関して高齢者の生活の質
から検討するとともに転倒・骨折予防チーム
においても、各専門職の具体的方法や多職
種連携の尺度を明らかにする。
　なお、転倒の定義は、他人による外力、
意識消失、脳卒中などにより突然発症した
麻痺、てんかん発作によることなく、意図せ
ずに人が同一平面あるいはより低い平面へ
倒れることとする。
Kellogg International Work Group on the 
Prevention of Falls by the Elderly（1987）。

1.目的と方法
　本研究の目的は、転倒・
骨折予防の目標、転倒・
骨折予防に関する各専門
職種の実践のための具体
的指標を開発し、デルファ
イ法で内容妥当性を明ら
かにすることである。

2.現状の成果・考察
　2025年4月 か ら2026年
3月まで以下の研究に取り
組んだ。
①転倒・骨折予防対策の

目標・ポイントを明確
化・作成

　現状の転倒予防対策が転倒ゼロではない、
個別のリスクの対策を検討して、生活の質
を高める転倒・骨折予防を明確にした。転
倒予防対策は、単に転倒の発生を予防する
ことを目的とするのではなく、高齢者の意思
を尊重し、望みが実現できることを目標に
多職種チームで、本人の独自の思考や障害
に合わせた個別のリスクの対策を検討して、
生活の質を高める転倒・骨折予防を行うこ
とが確認された。
②転倒・骨折予防に関する各専門職の指標

の開発
　各専門職種（医師、看護師、理学療法士・
作業療法士、薬剤師、管理栄養士、保健師、
介護支援専門員、健康運動指導士）の実践
のための具体的な指標を検討した。月1回の
研究会議で検討するとともに、7月にプレテ
ストのデルファイ法を実施して、各指標の項
目の必要性や難易度の評価を依頼して、必
要性が低い項目の削除や難易度の不適切な
指標の修正等を行った。
　デルファイ法調査：浜松医科大学研究倫
理審査委員会承認後、2025年11月および翌

年2月に日本転倒予防学会、日本骨粗鬆症学
会、静岡県介護支援専門員協会などの会員
を対象として、転倒・骨折予防のための多
職種連携可視化ツール案をデルファイ法に
て評価を依頼し、本ツールを検討した。専
門家を対象としたデルファイ法の場合で推
奨される70％以上の同意を得られた項目に
ついて、最終決定を行った。
③転倒・骨折予防に関する多職種連携尺度

の指標の開発
　静岡県内4カ所の総合病院の転倒・骨折
予防チームにフォーカスグループインタ
ビューを実施し、多職種連携尺度を開発し
た。内容妥当性
を高めるために
専門家パネルの
検討をし、日本
転倒予防学会学
会会員を対象に
信頼性・妥当性
の検証を行った。

高齢者の自律と健康寿命の延伸をめざした転倒・
骨折予防のための多職種連携可視化ツールの開発
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　本研究の目的は、高齢者の転倒・骨折予防に関す
る可視化ツールとして、転倒予防の本来の目的を明
確化し、各専門職種の実践のための具体的指標およ
び多職種連携尺度を開発することである。各専門職
の指標を抽出し、日本転倒予防学会の会員などに対
して2回のデルファイ法で80％以上の適切性である
評価が得られた。多職種連携尺度に関しても信頼性・
妥当性が得られた。今後、本ツールを活用し、内容
妥当性を明らかにすることで高齢者の自律と健康寿命
の延伸を目指した転倒・骨折予防を推進されることが
期待される。

　わが国に暮らす高齢者の価値観や医療現場に合っ
た転倒・骨折予防のための多職種連携可視化ツール
の開発を行うことで、転倒・骨折に関わる専門職種が
多職種連携の状況を多面的・包括的に可視化して評
価することを可能とする。さらに地域包括ケアシステ
ムにおいて、特に高齢者・家族の意思を十分に尊重
したQOL向上を目指した質の高い転倒・骨折予防の
実現が可能となる。

要 旨

転倒・骨折予防のための多職種連携可視化ツールのイメージ図

高齢者の転倒・骨折予防対策の目標 転倒・骨折予防のための多職種連携実践能力尺度

各職種の転倒・骨折予防に関する役割

【高齢者の生活における主体性】
高齢者にとって転倒・骨折予防は、心身機能の維持・向上を行う
ことで高齢者が自律して主体的に生きるためのケアでもある

【高齢者とその家族のQOL】
様々なレベルにある高齢者とその家族がより良く生きるための生
活の質の維持・向上を目指す

【高齢者の意思を尊重した対策】
高齢者の動こうとする独自の思いや生活様式に関係した転倒の原
因やきっかけを探り、各々の心身機能状態に応じて高齢者が安全
に移動できるよう、生活環境の調整、移動・移乗動作などのリハ
ビリテーション、栄養・薬物療法、看護・介護等のケアを行い、
骨折を含めた外傷を予防する

1 専門職としての態度・信念

2 多職種協働のスキル

3 転倒骨折予防チームの目標達成のための行動

4 高齢者・家族を尊重した治療・ケアの提供

5 多職種の凝集性を高める態度

6 専門職としての役割遂行

健康運動指導士
1.地域在住高齢者に対して、転倒予防のための安全で効果
的な運動プログラム作成および指導を行う
2.個々の心身の状態に応じた運動プログラムを作成·調整
するとともに、保健医療関係者や行政等と連携して運動実
施時の高齢者の状態を把握する

介護支援專門員
1.転倒骨折の前後の生活状況や社会的背景、家族や他者と
の関係性等をアセスメントする
2.高齢者や家族等のニーズを把振し、転倒·骨折の発生リ
スクと対策を専門電の助言も得で立案し、高齢者とその家
族（キーバーソン）、関係者の意見を適宜、調整する
3.ケアマネジメント機能を用いて、転倒·骨折リスクを軽
減して高齢者の望む暮らしが最期まで継続できるよう、定
期的なモニタリングと評価により現状に合わせた支援を継
続する

管理栄養士
1.食生活の支援を通して生活の質の向上を図るとともに栄
養状態の維持・改善、体重のコントロールを目的に、栄養
食事療法を行う
2.BMI（身長·体重）、GLIM基準や下腿周囲長などから栄養
状態をアセスメントして転倒のハイリスク者を特定し、高
齢者の食生活に合わせた転倒・骨折予防対策を行うことで、
食生活の質を雑持・向上させる

保健師
地域の高齢者の転倒リスクをアセスメントし、転倒予防教室
などを通して、高齢者のセルフケア能力など自律機能を多
職種で連携し促進させ、日常生活の質を推持・向上させる

薬剤師
1.転倒予防に関する役割：転倒リスクを増加させる薬剤や
多剤併用など薬物療法に関連した転倒リスクを評価し、高
齢者独自の日常生活に合わせた転倒予防対策を行い、生活
の質を雑持·向上させる
2.骨折予防に関する役割：医師が選択した骨粗鬆症治療業
の適切性を判断し、不適切と考えられる場合や、より患者
に最適な薬剤がある場合には医師に処方提案をする。患者
やその家族に対して骨折予防のために骨粗鬆症治療を継続
することの重要性について説明する

看護師
高齢者個々の転倒リスクをアセスメントしてハイリスク者
を特定し、療養生活（病院·施設）の環境に合わせた転倒・
骨折予防対策を行うことで、生活の質を雑持・向上させる

医師
1.転倒予防：転倒予防に協働して取り組む他職種の役割を
理解し、粗織の活動が円滑に進むようサボートする
2.骨折予防：高齢者の骨折は、骨粗鬆症を基盤に発生する
こと、立った高さからの転倒など経徴な外力で発生するこ
と、転倒予防が骨折予防に直結することを理解する
3.骨折予防：高齢者の骨折は一度骨折すると繰り返し骨折
するリスクが高いこと、家族歴が骨折と関係しているなど
の骨折の特性を理解する

理学療法士・作業療法士
1.高齢者の転倒リスクをアセスメントし、ハイリスク者を
特定して、高齢者独自の日常生活や価値観に合わせた転倒·
骨折予防対策を行うことで、生活の質を雑持·向上させる
2.姿勢や動作、日常生活動作（できるADL、しているADL、本
人が望むADL）などを観察·分析して転倒をアセスメントする




